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" 、

げ
描
盤
及
び
施
設
的
桔
備
が
段

L
4裂

と
4
え
ま
す
。

本
年
度
は
、
引
き
続
き
広
域
肘
来

柴
山
初
施
設
の
建
設
事
裁
を
光
成
さ

せ
、
野
菜
の
品
質
を
碓
保
し
、
続
出

に
基
づ
く
輪
作
体
系
を
確
立
し
、
野

菜
生
産
的
地
大
を
図
る
た
め
、
北
部

四
町

・
五
農
協
は
じ
め
関
係
機
関
肉

強
力
主
指
導
と
ご
協
力
を
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
の

た
め
、
継
続
事
業
内
野

来
定
都
化
事
業
で
、
本
年
よ
り
グ
リ

ン
ア
ス
パ
ラ
を
加
え
そ
の
作
付

に
附
置
す
る
経
貨
の
初
年
分
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
、

M

北
大
を
図

っ
て

い
き
ま
す
.

ま
た
、
野
菜
側
桁
安
定
化
推
進
ド

業
は
本
年
よ
り
「
小
か
ぶ
」
を
追
加

平
成
五
年
度
予
算
は
、
一
二
月
九
日
か

b
同
十
八
日
(
中
七
日
間
)

ま
で
開
催
さ
れ
た
。
第
一
固
定
例
町
議
会
で
慎
重
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
合
わ
せ
て
九
十
六
億
七
千

四
百
五
十
万
四
千
円

の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

初
日
の
本
会
議
で
は
、
村
本
町
長
が
「
今
金
町
の
魅
力
を
最
大

限
に
生
か
し
、
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
と
、
う
る
お

い
に
満
ち
た
町
づ
く
り
を
テ

l
マ
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
」
と
町

政
執
行
方
針
を
、

続
い

て
大
塚
教
育
長
が
「
社
会
の
変
化
や
、
成

熟
化
に
対
応
し
な
が
ら
生
涯
教
育
の
観
点
に
立
っ
て
、
町
民
の
負

託
に
答
え
る
た
め
、
一
層
の
充
実
に
努
め
ま
す
」
と
教
育
行
政
執

行
方
針
を
各
々
述
べ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
新
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
の

で
、
町
づ
く
り
に
対
す
る
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
五
年
度
執
行
方
針
(
要
約
)

平
成
五
年
度
第

一
固
定
例
町
議
会

に
あ
た
り
、
町
政
執
行
の
所
信
と
基

本
的
方
針
を
申
し
上
げ
、
議
会
を
は

じ
め
町
民
の
み
な
さ
ま
の
深
い
ご
理

併
と
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
.

国
の
平
成
五
年
度
一

般
会
計
一

T
n

案
で
は
、
パ
プ
ル
経
済
の
崩
壊
に
端

を
発
し
た
経
済
は
依
然
と
し
て
低
迷

• • 

し
、
生
産
品
引
が
安
心
し
て
制
大
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
巧
、
え
て
い
ま
す
。

知
人

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
牒
業
従

恨
者
向
日
齢
化
と
後
縦
者
不
足
町
立

か
、
労
力
的
経
減
を
図
り
、
股
作
業

体
系
的
効
率
化
に
よ
る
コ
ス
ト
の
低

減
を
図
り
、
若
い
後
継
者
に
拶
と
希

望
を
与
え
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と

導
入
に
踏
み
切

っ
た
も
の
で
す
。

∞
畜
産
の
振
興

集
団
政
牧
促
進
事
業
は
、
融
問
民
家

の
育
成
牛
を
飢
託
育
成
し
、
労
働
の

集
約
と
生
産
性
的
向
上
を
図
る
た
め
.

m託
料
に

一
部
補
助
を
し
て
い
ま
す

が
、
削
託
料
に
対
す
る
補
助
を

m狐

し
ま
す
。

継
続
事
業
と
し
て
.

輸
入
村
雄
助

成
卒
業
.
受
川
村
卵
H
付
制
推
進

μ虫、

利

4
肥
W
H
M
M
辺
市
品
川
以
ぴ
公
判
円
引
い
商

産
地
地
位
設
中
菜
作
J

を
尖
地
し
ま
す
。

ω林
雛
の
振
興

道
的
新
組
事
業
で
あ
る
刷
出
迎
勤

定
前
化
事
業
的
制
肋
を
受
け
て
紋
同

大
切
さ
等
の
芯
織
を
持
続
さ
せ
る
た

め
四
つ
業
み
ど
り
少
年
団
等
を
中
心

に
緑
化
推
選
に
努
力
し
ま
す
。

継
続
卒
業
と
し
て
造
林
促
進
奨

励
事
業
与
を
実
地
し
、
国
土
の
保
全
、

水
源
的
時
似
品
司
自
然
環
境
問
似
全
に

努
力
し
ま
す
。
ま
た

町
有
林
造
成

卒
業
は
森
林
地
法

A
川
に
法
づ
き
尖

施
し
て
い
き
ま
す
。

同
土
地
改
良
事
喋

牒
薬
品
弛
撚
仰
い
中
北
か
ら
内
刷
業
民

村
部
備
市
中
裁
の
名
私
に
変
克
さ
れ
三

年
目
と
な
り
ま
す
。
今
日
、
出
村
町

娠
興
問
問
は
大
切
な
時
期
で
あ
り
農

業

農

村
の
役
割
を
再
認
識
し
、
食

縦
円
安
全
と
安
定
確
保
の

た
め
、
土

地
基
盤
控
備
と
と
も
に
自
然
環
境
町

保
全
に
も
重
要
悦
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
に
き
て
い
ま
す
。
品
業
の

も
つ
立
重
な
資
制
と
特
色
を
フ
ル
に

活
用
し
、
土
地
法
館
経
備
、
内
同
村
の

生
活
円
相
境
を
路
側
し
、
出
業
経
営
者

が
安
心
し
て
仕
事
に
取
り
組
め
る
州
怖

を
計
画
的
に
椛
進
し
て
い
き
ま
す
.

国
営
今
金
東
部
地
区
民
地
開
発
卒

業
は
平
成
六
年
度
完
了
予
定
と
な
り

会 言十 名 前年度 5年度 増減金額 地減率(%)

南北 ぷヱミミ 5十 6，051，795 6，658，718 606，923 10.0 

国民健康保険特別会計事業勘定 691，958 692，815 857 0.1 

老人保健特別 会計 877，798 915，261 37，463 4.3 

国民健康保険特別会計施設勘定 1，298，983 1，223，365 ど1 75，618 ム 5.8

簡易水道事業特別会計 135，742 184，345 48，603 35.8 

言十 9，056，276 9，674，504 618，228 6.8 

を
続
け
る
中
、
地
方
自
治
体
的
財
政

の
中廿
慨
を
な
す
地
方
交
付
税
は
、
前

年
度
対
比
一

・
六
%
の
減
額
と
な
り

地
方
に
と

っ
て
非
常
に
雌
し
い
も
の

と
を
っ
て

い
ま
す
。

本
町
の
平
成
五
年
度
子
算
編
成
に

あ
た
り
ま
し
て
は
、
開
力
性
の
あ
る

健
全
財
政
体
質
維
持
の
た
め
、
起
伯

借
入
額
を
可
能
主
限
り
抑
制
に
努
的
、

一
方
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
事
務
等

の
合
理
化
を
推
進
し
、

一
般
計
上
経

費
を
で
き
る
限
り
節
減
す
る
中
、
政

業
の
振
興
、
社
会
相
判
的
向
上
と
生

活
環
境
内
務
側
、
教
育
文
化
ス

ポ

l
y
の
振
興
な
ど
活
力
と
魅
力
あ

る
町
づ
く
り
の
た
め
、
監
突
か
っ
日
制

極
的
な
予
鈴
編
成
を
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
結
刑事、

総
領
九
十
六
億
七
千

四
百
五
十
万
四
千
円
、
前
年
度
対
比

六
八
%
増
の
大
型
干
貯
と
な
り
ま

し
た
。

企平成 5年度執行方針を述べる村本町長

I 

産

業

括支

奥

の

川
農
業
の
振
興

本
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
木

町
官
民
日
性
化
対
鍛
は
、
平
成
七
年

度
ま
で
の
三
ヵ
年
と
し
て
、
絵
山
文

庁
か
ら
の
転
作
巧
目
線
而
約
配
分

一
、

O
四
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
関
係
機
閥
、

団
体
と
の
協
議
、
関
係
良
家
と
の
取

リ
ま
と
め
を
了
し
、
目
標
而
柏
配
分

• • 単位 .千同

各会計の当初予算規模比較

A
W

本
年
度
完
成
予
定
町
広
犠
野
革
集
出

荷
施
股

〕2
 

〔

は
達
成
す
る
見
込
み
で
す
。

本
町
と
し
て
は
輸
入
良
市
産
物
、

国
内
産
地
問
競
争
が
強
ま
る
な
か
、

本
町
民
業
の
発
M
慣
を
図
る
た
め
に
は
、

川
、
州
民
協
、
生
産
者
が
一

体
と
な

っ

て
例
話
と
工
夫
の
も
と
生
産
性
向
向

上
と
コ
ス
ト
斡
械
に
取
り
組
み
、
山

首
者
向
ニ
ズ
に
応
え
る
山
首
産
物

的
供
給
が
重
要
と
巧
え
ま
す
.
そ
の

た
め
に
は
経
営
鋭
校
拡
大
、
民
業

〕3
 

〔



ま
し
た
。
造
成
面
粕
は
五
百
ニ
十
ヘ

ク
タ

ル
か
ら
四
百
三
十
ヘ
ク
タ
ー

ル
へ
面
積
変
更
し
て
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、

土
地
条
件
の
不
利
か
ら
良

作
物
的
収
益
が
待
ら
れ
ず
、
卒
業
償

還
計
画
に
支
障
を
き
た
す
状
況
に
あ

り

本

年
度
よ
り
受
益
者
向
営
袋
、

経
済
調
官
却
を
行

い、

償
還
に
対
す
る

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
指
導
機
関
や

民
協
と
協
議
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

ピ
リ
カ
ダ
ム
付
近
の
温
泉
ポ
ー
リ

ン
グ
は
、
四
月
に
屯
気
探
査
を
行
い
、

本
年
度
中
に
招
削
す
る
予
定
で
す
。

祖
泉
湧
水
に
合
わ
せ
地
熱
利
用
施
設

を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

国
営
工
事
は
、

定
し、

本
年
皮
肉

三
億
五
千
万
円
を
予

雑
飲
用
施
設
、
脱
退
の
工
事

を
す
る
予
定
で
す
。

国
営
利
別
川
地
区
直
結
か
ん
が

い

排
水
卒
業
は
、
施
設
の
管
理
者
で
あ

る
今
金
土
地
改
良
区
の
理
解
が
符
ら

れ
る
見
通
し
が
つ
き
ま
し
た
の
で
、

今
後
は
、
受
益
者
負
担
分
的
話
し
合

い
の
中
で
、
町
に
お
い
て
何
ら
か
の

形
で
助
成
措
置
を
鱗
じ
、
平
成
六
年

度
に
着
工
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

道
営
卒
業
は
神
丘
畑
地
帯
総
合
土

地
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
畑
地
か
ん

が
い
、
暗
渠
排
水
、
明
渠
排
水
の
実

施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
春
日
井
地

区
土
地
改
良
総
合
整
備
卒
業
は
排
水

及
び
区
画
整
理
の
実
施
を
予
定
し
て

川
公
共
事
業

雪
寒
地
域
凍
雪
告
防
止
事
業
で
あ

る
流
雪
構
工
事
は
本
年
度
完
成
、
次

冬
よ
り
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
の
で
、

関
係
機
関
及
び
住
民
と
十
分
協
議
を

重
ね
、
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

継
続
卒
業
と
し
て
日
進
線
新
規

卒
業
と
し
て
加
川
線
が
実
施
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。
新
規
の
防
活
柵
設

置
事
業
と
し
て
林
丘
十
号
線
を
実
施

す
る
計
画
で
す
。

道
路
改
良
卒
業
は
継
続
卒
業
と
し

て
日
進
賞
金
線
、
八
東
宮
前
線
を
実

施
計
画
し
本
年
度
の
完
成
で
す
。

新
規
事
業
と
し
て
八
束
左
岸
仙
師
、

御
影
光
台
線
を
計

函
L
、
継
続
卒
業

の
日
進
線
、
濁
川

線
も
完
成
と
な
り

ま
す
。
交
通
安
全

施
設
整
備
卒
業
と

し
て
神
丘
十
号
線

を
実
施
し
、
本
年

度
完
成
の
干
定
で

す
。
臨
時
地
方
道

路
諮
備
事
業
の
新

規
事
業
と
し
て
大

和
団
地
支
線
、
継

続
事
業
と
し
て
金

文
中
央
線
を
実
施

計
画
し
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
卒
業

い
ま
す
。
本
地
区
は
、
平
成
士
一年
度

よ
り
一
一十

一
世
紀
型
水
田
民
業
モ
デ

ル
ほ
場
整
備
促
進
事
業
に
よ
り
、
而

的
集
積
を
目
標
年
次
ま
で
に
五
十
%

以
上
達
成
す
る
よ
う
関
係
機
関
の
協

力
を
待
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

内比
免
内
同
道
控
備
事
業
、
光
台
地
区

光
台
二
期
地
区
町
改
良
、
幾
代
地
区

改
良
、
た
め
池
等
怒
川
川
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
地
す
べ
り
対
策
事
業
は
日

進
第
二
地
区
内
実
施
、
水
国
営
農
活

性
化
基
盤
挫
備
卒
業
で
は
、
国
代
第

二
地
区
町
実
施
予
定
で
す
。

道
官
の
新
規
卒
業
と
し
て
利
別
地

区
地
域
交
流
促
進
県
道
整
備
卒
業
を

本
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

後
志
利
別
川
に
怖
梁
を
新
設
し
、
神

丘

金

原

間
の
交
流
を
促
進
す
べ
く

平
成
五
年
度
に
お
い
て
制
査
と

一
部

工
事
活
工
の
干
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

西
部
地
区
水
国
民
業
活
性
化
基
盤

即時山備
卒
業
は
神
丘
地
区
畑
地
帯
総
合

土
地
改
良
事
業
と

一
体
で
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

山
村
基
幹
民
道
整
備
卒
業
の
田
代

高
台
地
区
は
背
木
高
台
地
域
と
稲
穂

地
域
を
結
ぶ
基
幹
農
道
と
し
て
計
画

し
て
い
ま
す
。
南
川
地
区
地
す
べ
り

対
策
事
業
は
笠
団
地
城
町
民
地
及
び

第
二
幹
線
用
水
路
の
保
鎚
を
目
的
に

本
年
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

問
商
工
業
の
振
興

• • 

は
、
継
続
で
進
め
て
い
る
特
殊
街
路

事
業
オ
ラ
ン
ダ
通
り
自
転
車
歩
行
者

用
専
用
道
路
築
造
工
事
は
本
年
度
で

完
成
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
緑
地
公

園
と
と
も
に
町
民
の
憩
い
の
場
、
イ

ベ
ン
ト
広
場
と
し
て
多
く
何
人
に
活

用
し
て
い
た
だ
く
と
こ
ろ
と
し
て
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

新
規
卒
業
と
し
て
実
施
す
る
公
図

的
世
備
は
長
期
計
画
に
基
づ
き
、
河
川

運
動
公
園
に
取
り
組
む
た
め
、
開
発

建
設
部
と
協
議
し
、
利
別
川
改
修
事

業
と
併
行
し
た
盤
側
計
画
が
碓
認
さ

れ
、
本
年
度
よ
り
着
工
す
る
計
画
で

す
。

~ 

ム町花チュー リップが唖き乱れるオランダ通りの花痩

風車小屋
名称は 「プラザ21J

本
町
に
進
出
町
大
型
脂
舗

「
今
金

ン
ヨ
ソ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
」
は、

来
る

四
月
十
五
日
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
、

小
規
桜
小
売
業
者
に
与
え
る
影
響
は

大
き
な
も
の
と
思
贈
さ
れ
、
商
工
業

の
振
興
の
た
め
、

ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ

ト
面
的
種
々
施
策
を
講
じ
て
き
ま
し

た
。

ハ

ド
面
で
は
流
雪
講
工
事
に

合
わ
せ
た
魅
力
あ
る
街
並
づ
く
り
、

ま
た
、
国
鉄
跡
地
を
利
用
し
た
岡
町

顔
づ
く
り
事
業
、
そ
の
拠
点
と
し
て

寸
プ
ラ
ザ
幻
」
の
建
設
笥
.
ま
た
、

流
皆
様
工
事
で
町
道
の
街
路
灯
を
お

備
し
て
き
ま
し
た
が
国
道
に
而
す
る

街
路
灯
肉
強
備
は
、
大
通
り
商
問
街

が
自
ら
振
興
組
合
を
結
成
し
、
道
補

助
事
業
で
あ
る
商
庖
街
コ
ミ

ュ
ニ
テ

特
定
河
川
整
備
卒
業
で
あ
る
美
利

河
タ
ム
サ
イ
ト
公
園
整
備
は
、
継
続

事
業
と
し
て
基
盤
整
備
を
完
成
さ
せ
、

六
年
度
に
カ

l
ト
を
導
入
し
、
オ

プ
ン
す
る
干
定
で
す
。

公
営
住
宅
建
設
卒
業
は
現
在
、
南

団
地
建
替
事
業
を
実
施
中
で
あ
り
、

本
年
度
一
一
抑
十
一
一
戸
内
建
設
と
併
せ
、

特
定
工
事
と
し
て
道
路
改
良
舗
装
も

通
常
補
助
卒
業
で
実
施
す
る
運
び
で

す
。II 

社
会
福
祉
の
向
上
と

生
活
環
境
の
整
備

川
社
会
福
祉
関
係

我
国
の
福
祉
は
急
敢
な
変
化
に
見

持
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
町
急
速
な

高
齢
化
、
産
業
構
造
的
変
化
、
骸
家

族
化
的
進
行
な
ど
、
家
庭
や
地
域
を

め
ぐ
る
環
境
は
著
し
く
変
化
し
、
人

々
の
芯
識
も
変
わ

っ
て
き
て
い
ま
す。

こ
の
変
化
に
対
応
し
、
雑
も
が
相

祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

自
立
し
て
地
域
内
中
で
、
生
活
で
き

る
社
会
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
町
内

独
居
老
人
等
支
援
の
家
庭

奉
仕
業
務
委
託
及
び
入
浴
、
給
食
等

の
在
宅
福
祉
サ

ー
ビ
ス
卒
業
と
各
極

相
祉
活
動
事
業
を
展
開
し
て
い
る
今

金
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
引
き
続
き

14ーーでー

ィ
施
設
推
備
事
業
に
よ
り
大
通
り
を

明
る
く
す
る
実
施
計
闘
を
組
ん
で
お

り
、
こ
れ
に
対
し
て
助
成
を
し
て
い

く
考
、
え
で
す
。

ソ
フ
ト
商
で
は
市
町
村
特
別
融
資

制
度
を
最
大
限
の
枠
の
確
保
、
こ
れ

に
伴
う
利
子
補
給
制
度
、
今
金
ス
タ

ン
プ
会
あ
い

L
1
る
事
業
補
助
金
等
、

商
工
業
者
が
一
体
と
な

っ
て
努
力
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
す
る
も
の

で
す
。

山間観
光
の
振
興

広
域
的
に
観
光
振
興
を
し
よ
う
と

波
島

・
後

志

桧

山
内
三
支
庁
、
七

町
村
で
道
南
図
境
三
・

七
地
域
観
光

連
絡
協
議
会
が
設
立
き
れ
、
本
年
度

よ
り
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

(e • 日

間

剛

山

5年度一般会計予算は66億58，718千円
税 金 費

労働費

予価世

史害寵旧費

その内訳 は・・・・・.

地方交付税

2，641，540 

(39.7) 
A
W

昨
夏、

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
り
カ
キ
ャ
ン
プ
議

〕4
 

〔

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
は
平
成
四
年

度
完
成
し
た
キ
ャ
ン
プ
場
及
び
パ

1

7
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て
、

五
年
度
よ

り
セ
ン
タ
ー
ハ

ウ
ス
の
付
属
地
訟
に

加

え
、
使
用
料
を

い
た
だ
き
ま
す
。

奥
美
利
河
温
泉
山
町
家
は
新
年
度

よ
り
利
用
料
金
の

一
部
改
訂
を
し
ま

す。
特
産
品
生
産
セ
ン

タ

は
木
工
技

術
民
を
充
実
し
、
木
工
品
の
製
作
に

も
力
を
注
主
、
石
製
品
の
販
売
に
も

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

)は

諸収入
482，646 
(7.2) 

(注)単位は千円、(

構成比率で%

223，884(3.4) 

213，902(3.2) 
90， 743( 1.4) 

94，218( 1.4) 
116，000(1.7) 
59，000(0.9) 
184，461(2.8) 

i入 金
使 用料及び手数料
財 産収 入

介担金 亙び負担金
地方 謹与税

自動車取得税空付金
そ の 他

〕5
 

〔



助
成
し
、
社
会
福
祉
の
向
上
に
努
め

ま
す
。
老
人
保
健
福
祉
計
画
に
あ
り

ま
す
老
人
保
健
施
設
(
中
間
施
設
)

は
、
建
設
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

平
成
六
年
度
建
設
着
工
に
向
か

っ
て

検
討
し
て
い
ま
す
。

∞
高
齢
者
対
策

高
齢
者
の
健
康
噌
進
や
生
き
が
い

を
高
め
る
た
め
、
高
齢
者
ス
ポ
ソ

大
会
、
生
き
が
い
創
造
事
業
、
敬
老

卒
業
、
老
人
短
期
保
議
事
業
等
を
継

続
実
施
し
、
社
会
参
加
の
推
進
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

相
会
福
祉
法
及
び
老
人
福
祉
法
等

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
身
障
者
老
人

福
祉
地
設
入
所
措
置
業
務
の
町
村
へ

の
権
限
委
綾
等
に
係
る
改
正
規
定
が

平
成
五
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
、

措
置
業
務
の
委
設
は
、
住
民
に
最
も

み
じ
か
な
行
政
主
体
で
あ
る
町
村
が
、

身
障
者
高
齢
者
向
福
祉
需
要
を
把

握
し
、
田
川
相
サ
ー
ビ
ス
を
一
元
的
、

総
合
的
に
提
供
で
き
る
体
制
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
も
の
で
す
。

施
設
入
所
措
置
業
務
の
委
設
に
伴

い
、
入
所
に
嬰
す
る
賀
用
は
、
国

・

道
で
全
額
負
担
の
も
の
が
国
が
二
分

の

一
、
道
が
四
分
の
一

、
そ
し
て
町

が
四
分
の
一
円
負
担
と
な
り
、
町
負

担
は
地
方
交
付
加
悦
で
措
註
さ
れ
ま
す
。

間
心
身
障
害
者
対
策

事
故
円
増
加
、
さ
ら
に
は
疾
病
的

博
物
館
内
建
設
は
、
建
設
年
次
を

繰
り
延
べ
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
ピ
リ
カ
遺
跡
公
園
整
備
計
画
と

関
連
し
た
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

本
年
度
か
ら
博
物
館
建
設
準
備
委
員

会
を
設
置
し
、
最
も
基
礎
と
な
る
博

物
館
町
展
示
基
本
計
画
を
策
定
し
た

中
で
、
段
階
的
に
専
門
家
の
指
導
助

言
を
う
け
な
が
ら
審
議
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。

W 

特
別
会
計
に
つ
い
て

川
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勧

定医
療
保
険
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
は
、

人
口
高
齢
化
、
疾
病
構
造
の
変
化
や

医
療
技
術
的
進
歩
な
ど
に
よ
り
医
療

費
の
伸
び
は
高
く
、
国
保
制
度
が
抱

え
る
構
造
的
な
財
政
基
盤
的
脆
弱
性

と
相
ま
っ
て
国
保
財
政
に
極
め
て
深

刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
現
状
で
す
。

平
成
五
年
度
の
制
度
改
正
等
に
関

す
る
事
項
と
し
て
国
保
財
政
安
定
化

支
援
事
業
の
制
度
化
、
高
額
医
療
費

の
共
同
事
業
に
つ
い
て
五
年
度
、
六

年
度
も
継
続
に
な
り
ま
す
。

高
額
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が

一

般
六
万
円
か
ら
六
万
三
千
円
、
低
所

得
者
三
万
三
一
千
六
百
円
が
三
万
五
千

四
百
円
に
五
月
の
診
療
分
か
ら
引
き

上
げ
の
予
定
で
す
。

造
的
複
雑
化
に
伴
い
、
障
害
者
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
重
度
障
害
者

を
対
象
に
引
き
続
き
タ
ク
シ
料
金

扶
助
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付
事
業

の
実
施
は
適
切
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
町
内
外
で
開
催
さ
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
大
会
尋
に
、
社
会
的
連
悦

と
協
調
性
を
養
う
た
め
積
極
的
に
参

加
を
図
り
、
明
る
い
社
会
生
活
円
形

成
を
は
か
り
ま
す
。

福
祉
灯
油
の
支
給
は
、
昨
年
支
給

量
の
増
加
を
し
ま
し
た
が
、
本
年
度

も
支
給
量
の
増
加
を
は
か
り
ま
す
。

川
保
健
衛
生

本
年
度
も
各
種
住
民
検
診
に
よ
り

疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
、
さ

一.
b
n
月
目
日

住
民
横
鯵

( . • 
国
保
税
関
係
で
す
が
、
賦
剤
師
限
度

額
は
四
十
六
万
円
が
五
十
万
円
に
、

軽
減
基
準
の
六
割
軽
減
基
準
額
は
三

十

一
万
円
で
据
え
置
き
、
四
割
軽
減

の
世
椛
貝

一
人
当
た
り
基
準
額
は
二

十
一
一万
五
千
円
を
二
十
三
万
円
に
引

き
上
げ
の
千
定
で
す
。

保
健
施
設
事
業
と
し
て
、
国
保
被

保
険
者
に
対
し
町
が
実
施
す
る
閏
ガ

ン
、
婦
人
科
、
乳
ガ
ン
、
大
腸
ガ
ン

検
診
受
検
者
に
一
部
助
成
し
、
受
診

の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
医
療
質
的

抑
制
に
結
び
つ
け
て
い
き
ま
す
。

ω老
人
保
健
特
別
会
計

高
齢
化
社
会
円
安
と
な
っ
て
い
ま

す
医
療
制
度
も
逐
年
そ
の
医
療
費
は

増
高
し
て
お
り
、
国
も
そ
の
対
策
の

一
環
と
し
て
老
人
保
健
制
度
内
改
正

に
よ
り
、
国
や
地
方
、
老
人
自
身
も

負
担
を
適
切
に
分
か
ち
あ
い
、
こ
の

制
度
の
長
期
安
定
を
図
り
ま
す
。

本
町
に
お
け
る
老
人

一
人
当
た
り

医
療
費
は
、
全
道
二
百
十
二
市
町
村

中
五
十
二
位
と
依
然
と
し
て
高
位
置

に
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
保
健
事
業
と

し
て
老
人
健
康
相
談
、
健
康
診
査
、

訪
問
指
導
等
を
積
極
的
に
推
進
し
、

予
防
医
療
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

ω国
保
病
院

昨
年
七
月
に
公
布
さ
れ
た
医
療
法

的
改
正
は
医
療
機
関
の
機
能
分
類
に

よ
る
休
系
化
を
柱
に
制
度
を
根
幹
か

ら
に
は
医
郎
、
保
健
婦
及
び
栄
養
士

に
よ
る
健
康
講
座
、
健
康
相
談
苓
を

実
施
し
、
自
己
の
健
康
管
理
的
正
し

い
知
識
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
健

康
ま
つ
り
を
継
続
実
施
し
、
健
康
に

対
す
る
忠
誠
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

昨
年
ょ
っ
実
施
し
て
い
ま
す
脳
卒

中
後
遺
症
の
ま
ま
在
宅
療
養
さ
れ
て

い
る
方
を
対
象
に
機
能
訓
練
教
室
を

開
設
し
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
そ
の

回
数
と
訓
練
内
容
を
充
実
さ
せ
、
寝

た
き
り
忠
者
の
防
止
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

問
環
境
衛
生

今
や
ゴ
ミ
の
廃
棄
公
害
が
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
み
よ
い
生

hv
川
月
間
日

ク
リ

ン
ア
y
プ
作
戦

ら
変
革
を
促
す
も
の
で
あ
り
、
診
療

報
酬
の
改
訂
は
医
療
を
畳
か
ら
質
的

向
上
に
、
老
人
の
心
身
特
性
に
あ
う

入
院
医
療
な
ど
に
誘
導
す
る
内
容
で

し
た
。国

民
総
医
療
費
の
抑
制
的
方
向
は
、

軌
道
修
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
厳
し

い
総
枠
内
中
で
病
院
経
営
が
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
変
化
へ
の
よ
り
良
き
対

応
を
目
指
し
、
健
全
な
病
院
経
営
の

実
現
の
た
め
、
病
院
長
は
じ
め
各
職

員
が
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
診
療
報

酬
の
伸
び
が
期
待
で
き
ず
労
働
配
分

率
が
百
二
十
一
%
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
の
適
正
化
が
経
営
改
善
の
最
大

課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
解

決
す
る
た
め
に
経
営
の
抜
本
的
改
革

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
経
営
安
定

化
推
進
委
貝
会
の
答
申
の
実
現
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

山
間
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

消
浄
で
、
盟
{
聞
か
つ
低
擦
な
水
を

安
定
供
給
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
維

持
官
理
の
充
実
と
経
営
の
安
定
化
に

努
め
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
今
金
簡

易
水
道
の
基
幹
的
改
良
卒
業
向
継
続

実
施
、
さ
ら
に
今
金
簡
易
水
道
の
区

域
拡
張
な
ど
に
よ
り
下
極
川
御
影

地
区
内
配
水
管
の
布
訟
の
実
施
を
計

画
し
、
御
山
紗
の
無
水
地
区
に
水
を
供

給
し
ま
す
。

活
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
今
金
町
衛

生
委
員
会
の
協
力
を
得
て
環
境
衛
生

美
化
促
進
事
業
と
し
て
、
各
町
内

・

自
治
会
及
び
各
種
団
体
的
協
力
の
も

と
H

町
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
。
を

引
き
続
き
展
開
し
快
適
で
住
み
よ

い
町
づ
く
り
に
つ
と
め
ま
す
。
や
す

ら
ぎ
霊
園
は
、
公
衆
便
所
の
建
設
も

終
わ
り
、
本
年
度
は
外
灯
を
設
置
し

ま
す
。I

 
I
 

I
 教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
時
代
と
来

る
べ
き
-
一
十
一
世
紀
を
た
く
ま
し
く

生
き
る
蛍
か
な
心
を
持
つ
健
全
な
人

材
の
育
成
や
、
社
会
的
変
化
に
主
体

的
に
対
応
で
き
る
能
力
的
育
成
が
必

要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
趣
旨
に
沿

っ
た
新
し
い
学
習
指
導
要
鎖
的
推
進

が
必
要
で
す
。
こ
の
こ
と
は
学
習
の

坊
と
し
て
の
学
校
の
み
な
ら
ず
、
家

庭
・
地
域
社
会
に
お
い
て
も
同
一
課

題
と
し
て
と
ら
え
、
教
育
的
見
地
に

た
っ
て
、
そ
の
役
訓
を
来
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

従
来
的
地
域
活
動
に
加
、
え
て
学
校

週
五
日
制
内
定
活
と
ス
ポ

l
y
の
普

及
を
通
し
て
の
地
域
づ
く
り
芸
術

文
化
の
向
上
発
展
を
目
標
に
掲
げ
、

• • 
q
3
月
円
田
町
民
ピ
l
チ
パ
レ
大
会

1
 

6
 

{
 

教
育
委
貝
会
と
の
連
携
を
密
に
し
て

そ
の
推
進
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
教
育
長

の
執
行
方
針
に
委
ね
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
簡
単
に
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
は
、
神
丘
小
学
校
の
暖
房

改
修
工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
研

修
ハ
ス
は
購
入
以
来
七
年
を
経
過
し

て
い
る
こ
と
か
ら
更
新
い
た
し
ま
す
。

昨
年
度
史
跡
用
地
を
先
行
取
得
し

た
ピ
リ
カ
遺
跡
で
す
が
、
本
年
度
は

ピ
リ
カ
遺
跡
保
存
技
備
計
画
を
策
定

し
、
次
年
度
に
お
け
る
文
化
庁
の
史

跡
公
園
整
備
卒
業
の
補
助
申
請
に
向

け
て
準
備
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ク
ノ可ア

I ?O 
クz

使ゴt
用ル2
:Lブ H

盃場
ぎキ
lAヤ

まン
りプ
ま場
しの
た

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ

・
セ
ン
タ

ハ
ウ
ス
前
の
緑
地
広
場
で
無
料
解
放

さ
れ
て
い
ま
し
た
パ

1
7
ゴ
ル
フ
場

と
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
使
用
料
金
が
決
ま

り
四
月

一
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

使
用
料
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
用
具
の

貸
し
出
し
も
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ

宮

3
l
7
1
1
1
ま
で

キャンプ場1張りにつき (消費税を含む)

1 金

要

要

7人以上

6人以下

摘

摘

奥
美
利
河
温
泉
山
の
家
の

使
用
料
金
が
一
部
変
わ
り
ま
す

L 変に ー O 三用 金
金量料量 ま今夏そ 、円 、料休等奥

す。後とれ三か O が養室 が美
となぞ三ら O 大 一 利

lま もりれ O 二 O 人研都河
次 よま変円 、円二修変温
グ〉 ろすわか四 に 、室 わ 泉

と し りら O 、ニ ロり山
お く -0中六グまの
り お 1'1' 、円 人 O ハす家
て。 原H 用五に一円ウ 。 グコ

す ，、 時 O かス f車
し、 問 O 小八らの 用
犬二 も円人五 世! 料

奥美利河温泉山の家使用料

弘之
大人 中 人 人

(1211以よ) (61愈E未以上演) (， 11未日時)12 

3時間以内 100円 150向 無 料

午翌後日2湾時から ※3，150阿 1，400円 1 ，500円
10 ま'で

朝食 610向 610円 610円

宣事
1，540門 1，540円 1，540門夕食

議入湯税150円含む

〕7
 

〔



勺、

タイムカプセル埋蔵
神丘小卒業記念事業

今
金
幼
稚
園
児
と
お
母
さ
ん
た
ち
で
つ
く
る
「
こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
」

で
は
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
三
月
十
日
に
は

幼
稚
園
町
ホ

l
ル
を
会
場
に
し
て
「
ア
ン
パ
ン

7

ン
と
信
号
機
7

ン
」
と
題
す
る
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ン
ョ
に
よ
る
交
通
安
全
教
室
を

お
父
さ
ん
た
ち
の
協
力
を
得
て
災
施
し
ま
し
た
。

ア
ン
バ
ン
マ
ン
や
カ
レ

l
パ
ン
マ
ン
な
ど
の
人
気
者
が
次
々
と

笠
場
し
て
子
供
た
ち
は
大
事
ぴ
、
そ
し
て
交
通
ル
ル
に
つ
い
て

の
型
解
も
深
め
て
い
ま
し
た
。

縫
い
ぐ
る
み
を
渚
て
熱
出
酬
の
お
母
さ
ん
、

お
父
さ
ん
の
願
い

ど
お
り
‘
悲
惨
な
交
通
事
故
を
今
金
町
か
ら
な
く
し
た
い
も
の

で
す
。

神
五
小
学
校
で
は
、
卒
業
記
念
事
業
と
し
て
三
月
十

八
目
、
安
藤
却
雄
さ
ん
の
敷
地
を
借
り
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
を
四
歳
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
生
徒
か
ら
の
発
案
で
写
真
日
記
帳

・
図
画
・

習
字

・
ゲ
ー
ム

・
大
会
で
入
賞
し
た
メ
ダ
ル
な
ど
思
い

で
の
品
ば
か
り
で
す
。

こ
の
カ
プ
セ
ル
を
掘
り
出
す
の
は
十
年
後
の
八
月
十

三
日
で
、
み
ん
な
成
人
を
過
ぎ
た
大
人
に
な
っ
て
い
ま

す
。十

三
名
の
全
員
が
そ
ろ
い
、
ど
ん
主
散
を
し
て
掘
り

出
す
の
か
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

• • 

多彩な催し

を披露

町
姉
人
間
体
迎
絡
協
と
宵
年
団
体

連
絡
協
同
第
六
回
合
同
文
化
祭
が
三

月
七
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
会
場
で
は
、
作
品
展
示
や
う

ど
ん
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
五
目
飯
な

ど
の
パ
ザ

l
、
家
庭
内
の
不
用
品
を

持
ち
寄
っ
た
即
売
な
ど
が
聞
か
れ
、

各
々
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

研
修
報
告
で
は
、
今
育
協
道
外
視

察
研
修
に
参
加
し
た
荒
川
典
彦

d
.

姉
辿
協
辺
外
祝
祭
研
修
に
参
加
し
た

山
問
点
澄
♂
、
第
三
回
ペ
ガ
サ
ス
町

棋
に
安
加
し
た
成
田
正
恭

d
、
二
月

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
旅
し
た
中
野
キ

ヌ
子

d
が
思
い
出
、
体
験
談
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
演
芸
発
表
に
移
り
、
組

向
を
凝
ら
し
た
歌
や
踊
り
、
寸
劇
の

発
表
に
会
場
内
は
大
い
に
盛
り
あ
が

り
ま
し
た
。
ま
た
、
琴
鈴
会
内
琴
演

奏
、
舞
踊
愛
好
会
的
踊
り
も
披
露
さ

れ
、
多
彩
で
有
意
義
な
合
同
文
化
祭

を
た
く
さ
ん
の
方
が
楽
し
み
ま
し
た
。

A八束村田結婚式から

第 3回 ふれあいスポーツ交流会

タイムや健闘を競う

第 3回ふるさと A れあいスポ ソ交流会兼スポーツ百選フェ

スティパノレ桧山冬季大会が、好天に yJ-!-まれ 2月28目、ピリカス

キ 坊と災手IJiiiy旧有株の森周辺コ ースでIJIHlilされました。

道商品I也やj且川からの参加者を含め520名が大回転競技、歩〈

スキー大会にさわやかな門を流していました。

入賞者は次のとおり 。(1位のみ)

「一一一一一一一一-一一-一一一----一一一-一一一一一一-一一一一一一一'一一一司-~~-~--._~-~_.-吋e一一-・1
j “いっしょが輝きになる"

j 青年海外協力隊平成5年度春募集説明会 ! 
j 募集期間 4月 15日一5月31日まで ; 

応 募 資 格 20歳ー39歳までの日本国絡をもっ男女 i 
説明会日時 4月 19日(月)

PM18:00一 昨 00

説明会場所 函 館ノ、ーパービューホテノレ函館市若松町14-10

内 容 派遣 の システム 、待遇等の説明

i 隊員 OB . OGの体験発表

; ※入場料、予約制一切不安です。!

お問い合わせ先 i 
*桧山支庁広報渉外係 雪山95-2-1010

i 桧山郡江差町字陣屋町336-3

*国際協力事業団 北海道支部 HOll-756-6333 

j 札幌市北区北7条西5丁目 札幌北スカイ ビノレ 7F j 
( 8 ) 

• • 
¥ JL{ >\1t~tt--お(今金)

(ヰヒf~山)

(七 飯)

(今金)

(今金)

(1平沢苦1) 

(今金)

(Jニノ医1)

(今金)

(八;fl:) 

(苦手 :'"'11) 

(八雲)

(函館)

(ヰヒt全山)

(地i 川 )

(函館)

(今金)

(上ノ国)

(今金)

(ゴヒ4金山)

也
紅
介
忠
一
一
品
J
A
忍

子

明

広

宏

幸

彦

恵

子

子

忍

め

智

彰

正

逮

捕

志

絹

首

磯

子

慎

実

雄

芳

若

{言
寸

半

崎

田

下

村

中

沢

木

浦

木

田

藤

戸

藤

内

日

野

木

賀

野

井

山

吉

本

河

田

野

鈴

三

鈴

土

伊

神

佐

山

谷

平

鈴

加

水

桃

男子

女子

則子

女 子

男子

女子

弟子

女子

到-f
A (19-29歳)

B (30-3%¥() 

C (40-49歳)

0(50-5%)<) 

A(J9-29蔵)

B (30-39歳)

C (40級以上)

30歳以下

30歳以上

30歳以上

〈大回転〉

4、学 1・2"fo 

ノi、'"{"5'6"1三

総合ラップ.'rt

〕自〔

ノl、三:f'3・4"fo 

立子

生

女子

〈距離縁技〉

B ETJ 男子

~)i 校生

一般則子

全長

一般





お
知
、~ら

せ
づ

完
全
週
休
二
日
制
を

七
月
四
日
か
ら

実
施
し
ま
す

町
で
は
、
七
月
四
日
か
句
完
全
週

休
二
日
制
を
実
施
し
ま
す
。

毎
週
土
問
日
が
休
み
と
主
る
業
務

は
川
町
長
部
局
本
庁
舎
の

一
般
業
務

ω議
会
事
務
局
内
一
般
業
務

ω教
育
委
U
H
会
事
務
局
内
一
般
業

務
及
び
給
食
セ
ン
タ
業
務

川
内
融
業
委
只
会
的
一
般
業
務

自動車税は毎年納める税金です

納期限

機診を受けて明るい健康づくり

4~月みんな
は5月31日です

納期内に納めましょう

で
す
。

こ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
は
今
ま
で
ど

お
り
業
務
を
行
い
ま
す
。

尖
施
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
緊
急

時
に
お
け
る
業
務
体
制
の
挫
姉
、
事

務
処
理
改
普
な
ど
に
よ
り
、
極
力
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
よ

う
に
努
め
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

献
血
の
お
知
ら
せ

凶
月
二
十

一
日
制
は
献
胤
向
日
で

す
。
保
血
の
前
に
は
必
ず
医
師
が
診

祭
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
.

な
お
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
に
つ
い

て
は
判
に
お
願
い
し
ま
す
.

{
他
政
課
公
附
係
〉

全
国
春
の
交
通
安
全

運
動
は
じ
ま
る

全
国
春
の
交
通
安
全
運
動
が
凶
月

六
日
か
ら
四
月
十
五
日
ま
で
の
十
日

間
実
施
さ
れ
ま
す
。

-
新
入
学

(凶
)
児
向
交
通
事
故
防

止歩
行
者
と
自
転
山
中
利
刷
新

(特
に

「
供
と
山
齢
者
)
的
交
通
事
位
防

-
Y
l
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い

必
用

を
混
山
に
巡
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

四
月
は
、
新
入
学

(
凶
)
町
時
期

で
あ
り
、
交
通
社
会
に
適
応
で
き
な

い
幼
児
が
背
中
放
の
犠
牲
に
主
っ
た
り
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
被
害
も
地
え
て

い
ま
す
。

事
業
活
動
等
郊
外
で
の
活
動
が

多
く
な
り
車
内
利
則
も
矧
鋭
に
な
る

こ
と
か
ら
速
度
内
出
し
泌
さ
、
無
理

な
迫
い
組
し
そ
し
て
無
免
剤
、

欽
桝
泌
転
時
は
絶
対
に
や
的
、
申
と

り
を
判
っ
て

y

ト
ベ
ル
ト
を
正
し

く
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

項 目 対 聖 者 実施日 日寺 間 対象地区 実施会場 備 考 お知らせ 1
5目旧i 献血

12日開) 老人福祉 4月21日剛

① 一 般相肢 全 住 民 10: 00-15: OC 全 地区 保健指導、健康相談
19日開) セノター 役場前

26日明) 午前9時~

乳 児相肢 生後 受付時間 町 民 保理指導、問康相談、離手L 午後2時15分
② 日日幽 " 

離乳量講習会 6、9ヶ月児 13∞-13 却 センタ 食講習 農協前

受付時間 尿検査、血液検査、歯科信 午後2時泊分
③ 妊 婦相談 妊 婦の方 13日w " " 

12: 45-13 : 15 導、助産婦指導 -4時3防ま

母親学級 妊 婦の方
保健婦による f赤ちゃんの 音犬登録

④ 13日ω 14∞-15: 30 " " おふろの入れ方j 4月

受付時間 7目、 8目、 9目
⑤ 育児鱗座 生後3ヶ月児 15日間 " " 保健指導、健康相談

9 : 3ひ-10∞ 5月

生後七 7、 受付時間 身体計側、医師診察、歯科 27日、28日
⑥ 乳児健診 15日同 " " 

10、12ヶ月児 12: 3日-13:OC 指導、栄養指孝弘保健指導 ポリオ予防接種

生後3歳 2、 受イ7時間 4月
⑦ 3歳 児随 診 22日開 " " " 3、 4ヶ月児 12: 30-13∞ 6目、13目、14日

(町民福祉課衛生係 ・国保係)

戸
い

一
、
役
場
前

9

∞1
2

日

ニ
、
民
協
前

2

ぬ
i
4

却

〈
町
民
柄
祉
課
衛
生
係
}

総
合
公
園
、
中
央
緑
地

公
園
が
完
成
し

利
用
で
き
ま
す

総
合
公
凶
中
央
緑
地
公
幽
が
完

成
し
、
戸
川
『
解
け
を
ま

っ
て
供
用
開
始

と
主
り
ま
す
.

利
則
に
あ
た

っ
て
は
、
町
民
共
有

の
恕
い
の
場
と
し
て
.
?
ナ
ー
を
守

り
楽
し
く
利
用
願
い
ま
す
。• • 

〕2
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〔

社会福祉協議会だより
5. 3. 10 

※光の里学園、豊寿圏、社会福祉協議会への

多額のご寄付ありがとうございました。

(敬称略)

〈新篠津村〉 〈今金町〉

相日 正 弘 安 西 芳 勝

〈苫小牧市〉 役場職 員 組合

婦 井 幸 男 大 金 啓太郎

〈函館 市〉 金原老人クラ ブ

神 回 Fム 長谷川 IJ 
〈上 磯 町〉 花 石 続 人 会

佐 直 栄 緑柳会 ・カナリヤ会

くよノ園町〉 上 田 謹 干

柳 原 孝 雄 カナリヤ会道南支部

〈北槍山町〉 三津橋 和 男

袖山北 高合唱部 井 キf 量2
楠山北高軍庭クラブ 見 会

長谷川 彪

愛
と
希
望
の
シ
ン
ボ
ル

形
を
お
く
る

町
内
の
町
お
こ
し

7
ル
l
プ

愛

指

寸

愛
指
令
人
形
を
手
に

喜
び
の
幼
稚
園
児

令
町
会
で
は
、
お
も
ち
ゃ
の
兵
隊
を

型
ど
っ
た
愛
指
令
人
形
を
作
成
し
て

保
育
所
、
幼
稚
園
な
ど
を
卒
凶
す
る

児
童
に
愛
と
希
望
的
象
徴
と
し
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
人
形
は
こ
と
ぷ
き
玩
れ
に
依

頼
し
て
二
百
例
を
作
成
し
た
も
の
て
、

三
月

4
八
日
に
は
今
金
幼
柑
閣
を
三

名
町
メ
ン
バ
ー
が
訪
れ
、

一
人
ひ
と

り
に
手
渡
し
ま
し
た
。

同
会
的
制
い
ど
お
り
町
の
将
米
を

相
一
う
希
望
的
昼
と
し
て
益
々
の
成
長

を
祈
り
ま
す
。• 

睡眠は疲労回復の決め手

人
間
の
か
ら
だ
は
、
限

っ
て
い
る

聞
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
附
金
す
る
よ
う

に
で
き
て
い
ま
す
.
免
疫
力
の
も
と

に
な
る
抗
体
も
つ
く
ら
れ
ま
す
。

，
円
相
る
子
は
育
つ
'
と
言
わ
れ
る

の
も
睡
眠
に
よ
っ
て
健
康
な
状
態
が

保
た
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
最
近
は
夜
型
人
聞
が
地
え
で
き

た
り
、
不
服
で
悩
む
人
が

mえ
て

い

ま
す
。脱

代
人
的
平
均
時
川
眠
時
間
は
七
時

間
三

4
分
。
江
戸
時
代
町
大
名
並
み

だ
そ
う
で
す
が
、
そ
の
制
に
は
泌
不

足
を
訴
え
る
人
が
多
く
、
こ
れ
は
、

雌
り
の
バ
ラ
ン
ス
、

質
が
よ
く
な
い
か

ら
で
す
.
睡
眠
に

は
レ
ム
睡
眠
(
か

ら
だ
の
眠
り
)
と
ノ

ン
レ
ム
睡
眠
(
脳

的
眠
り
)
の
二
極

類
が
あ
り
ま
す
.

レ
ム
睡
眠
が
不
足

す
る
と
か
ら
だ
が

だ
る
く
、
頭
は
さ

え
て
い
て
も
神
経

は
イ
ラ
イ
ラ
。
ノ

ン
レ
ム
睡
眠
が
不

足
す
る
と
、
思
考

l日の中のレム睡眠とノンレム睡眠図(1)

力
が
鈍

っ
て
き
ま
す
。

図
ー
か
ら
、
質
的
よ
い
雌
眠
を
と

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

似
晩
、

一
時
と
か
二
時
に
床
に
つ

く
と
レ
ム
眼
限
が
多
く
、
ノ
ン
レ
ム

雌
阪
が
少
な
く
な
り
、
こ
の
た
め
、

翌
朝
、
頭
が
ポ
ン
ヤ
り
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、

夜
十
二
時
ま
で
に
床
に
入
る
習
慣
を

つ
け
れ
ば
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
質

の
よ
い
眠
り
が
得
ら
れ
ま
す
。

正
し
い
幌
眠
は
明
日
の
活
力
に
な

り
ま
す
。

{
町
民
一仙
祉
課
国
保
係
}
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4月の休日当番匡
北楠山町国拘丙院(北槍山) fi@5321 

今金町国保病院(今金) まま②0221

院(今金) 合②0324

院(瀬棚) fi⑦3021 

金) fiG1泊221

市アぞE需品

医

病

今金町国保病院(今

回
'チァ

品

4日

11日

18日

崎情25日

29日

令令今 住民の動態 。80や令

(前月対比)

( - 8) 

2月末現在

8) 

0) 

4) 

7，584人

2，469世 叩 (

I':lおたんじようおめでとう

急対
神弘 、

3，666人

3，918人

lコ

世帯数

男

女

人

• 
正I

%惣蔵 i告光さん (月凍富の7守ニ矢野生巴子さん (瀬棚町)

白(正美さん長女)

悶 いつまでもおしあわせに

3月 9日木島

riiJ7】
P

A

T

 

Z
取
ぷ

m
町‘、

乱

w
p九
ド

司書

J

一、十

美利河

寒昇
美利河

種川宮前

本 l町

地3 町I
末 広 町

中豊田

下 花 右

末広町

日 迂主

末広町

金又

栄 町

71歳

71 j¥lt 
83品E

85歳

86歳

76歳

77歳
78歳

44歳

85歳

67歳

77歳

90歳

81歳

圃 おくやみもう Lあげます

l月28日

2月20日

Z月20日

2月21日

2月21日

2月23日

2月24日

2月27日

2月27日

3月 l日

3月 3日

3月 3目

3月 6日

3月15日

北道 静夫さん

鈴木 1-~;-さん

大塚 勝三

吉田七右衛門さん

小西ソノな

中島 章ーさん

古川ミサヲさん

手柱回ヨンノきん

石部 隆ーさん

手口回 平日刊三さん

長谷川敬三

上回 良作さん

本塚 トメさん

河端 盟さん

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

-
可
②

O
T
-
-番
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踊
り
と
歌
で

豊
寿
園
を
慰
問

紘
柳
会
と
カ
ナ
リ
ヤ
会

一
行
が
二

月
二
十
日
、
盟
奔
図
を
慰
問
し
て
自

慢
の
踊
り
と
の
と
を
披
露
し
ま
し
た
。

緑
柳
会
が
荒
城
の
月
、
緑
の
問
な

ど
八
山
の
あ
で
や
か
な
踊
り
、
カ
ナ

リ
ヤ
会
が
中
野
純
子
さん
ら
三
名
が
四

山
を
聞
か
せ
、
会
場
に
集
ま
っ
た
お

年
寄
り
た
ち
は
大
菩
び
で
た
く
さ
ん

の
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

編
一集
一後
一記

今
金
町
名
誉
町
民
で
町
政
発
展
に

大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
前
町
長
河

端

笠

氏

が

去

る
三
月
十
五
目
、
急

性
心
不
全
の
た
め
福
岡
県
久
留
米
市

町
病
院
で
こ
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
、
町
長
と
し
て
親
し
ま
れ
ま

し
た
河
端
氏
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


